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.早朝の'買いを世界へ

世界の恒久平和俗弘たちみんなの願いです.

ipで以 附相似年12月市鶴会が決議した [非核平

相郷市立曾」の精神 を踏まえ、戦後関年という 大き

な節目の年にあたり 世界平和の実現に向けて次の

とおり啓発修業を?刊、ます.

今日の紫栄と肱代交代という時代の変湿の巾で、<<. 
戦禍の'"憶は次第に薄れつつあります@し均し ど

れほど時代が流れようと 今が幸福であればあるほ

ど 平拘について戦争について、いま 度考えて

みましょう a

|ま白から l!t県へ、川柳)鈎をつきmIIらします .

市役携帯虚の厚相の値や市内の寺院 8険金の.をつき鳴ら 1，，官庁

舎で阪訴を行います.

みなさんの家庭や・場などでも燃傷をお置いします.

広島脚酬の包 8月6間鴨川"分から

長崎.爆被爆の日 8月9目ド広併前"時2分泊ら

.没奮を迫9・L平相を街念する目 8月"日開正午地ら

|戦後'"旬、ド拘1析念式典 .

と を… 刊"日併前川崎、日

ところ…市役所ゆ灸練6同大会復宣'"庁)

内 曹一筆'・.. 映画「ヒロγマ憾だもの析句、』

の上横.

平和続副首会 IW・へ平和の・をj

e良県原爆被害者の会奈良市..の

丸山正渇きん

困加し込山ぃ8~ 1 1日開闘で柵広III~.I"-

非核平和都市宣言

世界指図民の.久.狗の.いをよそに

核軍.の鉱頚11111.のー追をたど句 世界

の平和ゃ人鋼の生存に標銅色骨戚，与えて

います.今や検兵器の全面鍵止" 金人須

佐死滑にかかわる・も.要かっ腎急な園照

的課題?す.

国際文化傾究都市奈良に住む後々は

この緑量かな突しい自然や貴Z止な歴史的支

化遺藍を守旬 次代』 引き健ぐため I~ (， 

」の調血球上。再ぴ ヒロ γ マ ナガサ."

の.鍋，網り返させてUならないことを全

世界の人々 t強〈僻え ここA非続平和鶴

市，.宵します.

そして他の自治体，濁カして割日原則

の堅持釘にあらゆる徴兵密暗闘此

廃絶を求。 恒久平和を願う全世界の人々

" も kその実現に努めるものです.

以上決畿します.

閉山"月"日

奈良市際会

舗 U ぽ川 l'



-事相@・Hいを世"へ

語り伝えよう

平和の尊ーさ

石両干両五- 1
市長から情周した・a争開逮..句"広鳥凶市から伶"'

R・S現絢脅併や‘'蚤濁写真バオトル舎展示"寸.

と e ・"'鴎対寸1臥網 (t.u・lJ!~(.広島市か喝

明，..，畿・現.慣例の・，，-<IJ8/1同凪周ト胞a鋪

ι守 棚 加 -.

被短記封などのビケオ政剛 圃

と を...8J1Is紋ト"目。 (t:.UII.Uは買取{)

ととる…市師l蜘肘-.

内曹…rn知ヮてる 1d.. 1: ァュ，.京
大型餐j . rにんげんを唱えせJ

) l"~品目・

，llIw国E園盟国
とl!u'8IJl日断後1・ト

ところ 受・文化-1::-，-(，己H ・丁目}

上・・・...[7ニメ ひめ・町の‘jr愈'一長・7ニメ

←".，， ;， 側縛縛縄全t~鹿島・ t~~. A日

叩~ ll:I)f.:I>1'日曜01.¥'.'"
.われた静岡砲で "・から阿.の乙.，どち

'"名の 『ひ0・，.健鳳j(従軍看護要員}の

配緑をアニ j化"・像S()!f.E2:作品.上検時
調1開制

.平...パ事.良.‘"。て‘ Sす.

11 ."'5GOA (λ相悼相..込ih'"7周辺目H'I，:竃掴で市役所広.会・E麗へ.

ι 
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7
月
幻
日
闘
が
投
票
日
で
す
!

み
ん
な
そ
ろ
つ

て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

f 

同和教育プロック別研修会親と子の施設見学会

『わたしたち@生活と図習や且冒について考えようjをテー

マに京塵学捜纏認の"I~コいて置し台い..ん..

主 催…市敏曹養関金市開相教...箇集会

'組方途 童日.祭会地へ
罰 開 →小グループ仁川L舎も帽E 岡ーもずれ ，刊 7ト，.

し河合btt…市役所祉会.刊寝へ

8月"治ら 7闘の「水の還寓jにもなみ市と水資源

問 恥即時で刷，す.

!と をJ.月;e，本)午飾9興事午後4時頃

"・台】 市役U所玄関.ホール午前9時半

!ところ"断gグム緑ケ丘海水.

{定 員1小 中群生とその保積者.."人

【待ち鋤"惨当水騎康配周具など

1・ゆ lIU'dl:間 1日(ム仰な)捕特

電話...笹川 7月2581:"('1:叫柿胴

広縁公聴霞へ.多い場合"欄

O 

*U，"，U'J， 1. 
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館
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e
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膏
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F
舗
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シ
ル

タ
ロ
p
m
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2
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e
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白
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寧
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・
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ω
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$
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往
復
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n
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へ
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Z

0
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一
日
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生
生
徒
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週
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E
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待
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し
て
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ま
す

E

と
e
H
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図
叫
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争
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・
・
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生
傷
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・
・
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宙
開
俊
太
隼
孟
専
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手
鏑
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宮
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崎
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早

E
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に
幽
m
晶
斜
a
g
織
え
て
宙
開
情
説
健

F
d
宮
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し
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U
岡
空
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圃
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募
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と-草
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日
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目
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一
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t.句早悶z・E::互主亡竺-=量zA f 
;1511 F・『' FizEE
健温 ?人 ・ . τ-付 面 同型

EfU2114釜盈温EiF鞠E3・"舞 tsob E姐E里男. 飯込 市 ゐ.
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え
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?
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と
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性
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句
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複
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島
課
外
値
観
合
が
「
樹
木
医
」
と
呼
ば
れ
る

樹
本
の
専
門
家
を
鏑
き
み
の
生
縄
と
特
性

z
f
s断
品

1
4
2

2について
『t
f
z
E

U
」
と
電
L
て
録
育
舎
を
調
催

L
Sす

と
を
?
8
R
1
日
例
午
後
1
時

1
4時

V
と
こ
ろ

命
央
公
民
鋪
(
上
三
条
町
)

i
j
g
t
z
 

し
込
み

往
復
は
が
き

仁
伎
所
亘
氏
名
年
.

を
書
い
て

7
月
初
日
ま

で
同
組
合
(
E
γ

闘
内
侍

原
町
'
県
俳
集
会
館
内

e
@
2
0
0
3
)

へ。

陪
が
き
1
枚

に
1
人剛
m

t
f署
員
宅

園
東
大
寺
ゆ
か
り
の
僅
地
問

圃
か
5
少
一
年
少
女
を
迎
え
て

京

大

宮

聖

zztzz

i
f
i
E入

4
2

e認
め
ま
す
・

8
1
2日
ω!
官
側

'E

;
2li
t
E
i
 

2
m令

ン

f
vE:小

学
綬

5
1

6
信号
生
の
男
女

命
作

5
人
の
併
加

入

マ
内
密
で
:

文
化
"
“
見
隼

野
外
活
働
・
帽
を

通
じ
た
交
縫

交
徴
金

--
申

し
込
み
i
往
復

は
が
き
広
告

氏
名
華
日
告
負

Z
自

i
q
i
i
i
 

iと

f
i
-
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で

i
i
Eへ・
f告

は
舗

霊
園

一
軍
み
眠
面
会
を
開
催
し
ま
す

政

2
2
・K22箇

盟

会

主

i
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上

聖

母

す

み
そ
ら
各
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ご
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い

U
っ
た
え
」

『
ア
ラ
ジ

ン
」

マ
と
き

7
n
M
目
幽
平
後
l
時

5
時
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と
ζ

ろ

i

舟
勢
少
丘
爾
公
民
館

(中
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町
西
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困
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符
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込
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{ft(?SJ~1刷 他 国 醐

7
月
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固
定
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郵
市
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。
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仲
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よ
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怯
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.
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毎
月
四
日
依

「忽

S
マ
イ
力
ひ
と
や
す
み
デ
」

じし・
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で
す
・
多
い
ア
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け
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の
自
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す
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蜘
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復
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i
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で
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z
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S
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量
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了
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1
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i
t盆
へ
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き
に

E
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名
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(
字
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話
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号
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て
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切
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1
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着
で
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八
島
へ
@
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が
き
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伎

に
ひ
と
の
1

霊・

f
署
員
宅
受

1
4
1
i
 

園
中
央
公
民
館

-
it--2 

・
i
i

I
i
1
5
iセ

ミ

ナ
ー

se闘

A
A
Eの
2
2

2
2
5を
E
Lま
す

と
き
?
7
M
n目
凶
午
後
1
略
字
か
ら
・

i
t
L
i
J
I
Z
 

T
t
s
z
-
T
2量

へ

O
L
t
T
Eい

親と子のリサイヲルツアー

参加者

「外国人留学生か5見た奈良」

日本語主張大会 集
拙などで闘する同ii!<1J!t&tc閉し酬後の処

募

理.るいはリ守イクルについで脅えます.

S 112'目掛前開』師団側提

午後4時ごろ暢脆予定

【ところ 1・.. 地生産工"'守口市)

.， ，有内在住刷学 H 写生とその健闘'""

I・組制l

，.し帥】 聞はがき6問団と健闘の陥(醐

例にも) 学校名学年電話.号を嘗いて

" " ‘ 日 Hに必着?市環境構*..~隠盆圃

B③'" .務課('1'631左京.丁目 2香旭

" ，へ..'崎合は嫡..

を1!と

人(100.)

'時特

市敏育開会では閏属医訓観光鶴市軸"住んでいる外

聞人留学生の人に金循体脂愛情掌えて 寮及の文化歴

史自侭市民生活など奉良をどのように感ヒ 見てい

るか 白血に主費してもら.う色岡本商によ&主張大会を

開催Lます.

lテ マ 11.誌の"'た~IlJ
'''''費削 市在伎の外園人留学生

l応.清食l‘∞字輸E医僕リ用紙4牧以内にまと"(図本..医

配 明 日 " テープでの縄問)醐明朗

摘通学する聞各(剛大学l..肘軒悔い て

9刷日までに最寄りの公民館へ醐岬または制して

く"さい.

【発 表I主蔓犬舎は来三事2月"日州中央公伊"で開

値される公民鋼大山7います..t:!:I1ト人5分以内とし

ます.な必 多い場合は1I!l19日制に酋僚会..と中央公

酬で予還を行います.

【闘い倉ね也l中央公民館(ft@6506)

o 

，. 

進〈わし <I~ ， ，，，加.に.知"す.

組出制 l'
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園
西
部
公
民
館

圃

守
悶
掌
・
茎
干
白
一
l
園

・
1
1

2
0
・2
E
3
!
盆・2

今
年
こ
そ
圃
句
の
省
の
中
へ
案
外
踊
れ

な

し

の

が

盆

守

江

州

事

河

内

音

頭
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ス
タ
ー
し
て
夏
め
鳳
慨
に
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し
い
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を
ぞ
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月
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日
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後

2
眠
時

4
鈴

E
し草

木
宅
街
目
重
量
ヘ
・

園
二
名
公
民
館

:

!

一主図

圃

E

・g
-
?
3

鶴
子

YEテ
ニ
ス

Z
智
子

Z
一一

i
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8
8月日
i
z
i
n日
E

n
m
2
4上
・
日
午
前

9
防
i
j
H
随
時
-

H
i
s
-
-写

生
と
そ
の
保

f
t
・29
7

月

m
H

811・8/31
道踏 をまもる月間

安会で快適な温路

.に広 <Hい温路切

迫..の亙しい利用と k
切さ 2重要さの..・，
衡たじしましょう.

f通路をまもる月間J
" 昭利"年度よ句毎
年"に実繍 Lていま

す.

「

ソ

E
E
2
2

;
犠

Eの
人
土
衝
に
テ
ニ
ス
主
し
も

1

S
A
6
3
2
i
u臼
の
原

則
と
し
て

i
lj

A

1
4
時
-
M
闘

V
定
員
m

成
人
初
人

-v

-由。
72目

園
富
雄
公
民
館

.

邸
調
刊
一E
九

-
と
写
@
・
山

n-固
い
傑
温

海
道
舗
を
見

学
し
允

i
uマ
リ
ア
号
で
大
阪
湾
品

選

L
f
fふ
れ
あ
う
;

を
am
ご
し

2
t

と
を

8
月
4
U
幽
午
前

8
崎
学
幽
図
鑑

v
と
ζ
る
τ

天
保
山
ハ
l
パ
1
ピ
レ
ヲ
ジ

Z吉
原
富
鰻
中
学
校
区
在
住
の
小
中
学

慢
と
保
駆
者
初

a
-
-
m

・a
市民町得、

地
進
鋪
入
・
"
な
ど
大
人

3
7知
内
子
ど

も
千
湖
阿

，
.
.
 切
り

7
R
B
日

才一プ=ンタ包レモ=ー

・とき 8月'"例

"鋼一 l岬
.ところ 県新公会..  春日野町)

(主慣) 強震省奈良県

奈良市他県内各市町村

泰阜県密集本.{後損)

パレード

'ーと曹."印刷5側、 1岬
J ，議良駅から三条泊りを梨良公園ド向け

てパレードします.

ポ
イ
鎗
て
を
や
め
て
美
し
い
奈
良
の
ま
ち
を
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